
第 3学 年  技 術 ‐ 家 炉垂 科 学 青雪 指 導 案
日 時   平 成 16年 11月 26日 (金)
場 所   盛 岡市立松園中学校 3年 3組教室
学 級   3年 3組  男 子 15名 女 子 19名 計 34名
指導者  教 諭 中 屋 明 子          i

l 題 材名  「今までの自分と未来への発進 『わたしと家族』」

2 題 材について
本題材は、「B家 族と家庭生活」の(1)自分の成長と家族や家庭生活とのかかわり、(刻幼児の発達と家族、

仲)家庭と家族関係、(引幼児の生活と幼児とのふれあいにより構成されている。ここでは、「家庭と家族関係」
の中の 「家庭や家族の基本的な機能を知り、家族関係をよりよくする方法を考えること」について学習させ、
家族の一員としてどのようなことができるのかを具体的に考えさせ、実践に結びつくようにすることをねら
いとしている。
少子化 ・核家族化が進んでいる昨今、異世代との関わりも薄れてきている現状である。本来、異世代と関

わることは、次のような力を身に付つけていくと考えられると自己肯定感と人間への肯定感、人間を今ここ
だけで見るのではなく長い進化の過程を踏まえ人類史的にも把握できる巨視的な視点、人間を今この地域 ・

国だけで見るのではなく地球規模の中で見ていける地理的視点、発展的に矛盾を切り開いていこうとする歴
史観、他者に関わってみたいという関心と共感性が大切であると考える。また、人間が発達過程の中にある
ということを踏まえ発達的にとらえようとする姿勢と変化の中で人間をとらえることできる基本的な発達理

蟹覇 戦 攣 義 鋼ヽ 覇 鋼 権 歓 けそ4鋼 緊 裂 幌 鶏 潔 庸 と輸
ければならない。このようなことから、子ども時代にこの学習を学ぶことにより、異世代を具体的に認識し、
人間の一生、その時の系列の中に自分を位置づけてみる力、人間が発達しつつある存在であることの発見と
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そこで、本題材を今までの自分と未来への発進と設定し、育てられている時に育てることを学ぶということ
を意識させながら、学習を深めていきたいと考える。
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大切さを積み重ねて学習してきているため、B「 家族と家庭生活」の学習に抵抗がない。また、自己め意見
を発表しながらも、お互いの意見が尊重できているので、本題材を通しより考え方を深めさせていきたい。

3 指 導の構想
この題材では、学習する視野を自己の誕生や幼児期の成長から入 り、身近な家族、

十
幼児を取り!巻く環境ヘ

と広がりをもたせるようにした。過去から現在そして未来 。世界へと広げることにより、自己理解を深め、
未来に向けて自分の生き方を考えていく力を養つていきたい。一人で成長 してきたわけではなく、今日まで
の成長には家族や地域社会が深く関わつてきていることを理解させ、支え支えられてきたことを学ばせたぃ。
家族と家庭生活だけではなく、3年 間の技術 ・家庭科の学習のまとめにつなげるものにしていきたい。

4 題 材の目標
(1)家 庭や家族の機能がわかる。
(2)家 族の一員としてできることを考えることができる。
(3)家 庭生活と地域のかかわりを考えることができる。

5 指 導計画
「家族 ン愛荏件活 |

1 今 までの 自分
2 幼 児を知ろ う

2 1時 間

3口寺間
15時 間

( 1 )
(2)
(3)
【4)
(5)
(6)
(7)
(8)

3
( 1 )
( 2〕
( 3 )

さかのぼる命
乳幼児クイズに挑戦
聞いて、描いて幼児を知る
身に付いている習慣 とは
幼児をとして遊ぼう
遊びを分析
作つてみよう絵本
作つてみようおやつ   t

わたしと家族
幼児のいる一 日
自分 と世界の子 どもたち
わたしと家族

3時 間
1時 間 (本時)
1時 間
1時 間
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6 単 元の指導目標と評価規準

時 指導目標 関心 意欲 態度 工夫 ・創造 技能 知識 ・理解

１
　
本
時

中狩
穀
務
一
と

の
こ

族
る

家
き

幼児 と家族 の関
わ りに関心 をも
つ 。

家族の一員として
自己のあり方を考
えるこ とができ
る。

2 子 ども達を取 り巻い
ている様々な事柄を
考えよう。

蜂
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坑

伽碗以史的

為紡脚勘淀

子
く
を
ら
よ

た
た
り
き

じ
め
た
で

査
と
し
が

調
ま
表
と

・
を
発
こ

察
と

ヽ
る

。

観

こ
り
す
る

3 今の自分 とこれか ら
の 自分について考え
をまとめよう。

これか らの生活
について考えを
まとめる。

7 本 時の指導
(1)授 業について
ヽ実際に幼児をもつ親の一日の過ごし方を想定させることから、幼児と家族とのかかわ りに果味 ・関心を
もたせたい。GTと して、本校でまさに育児最中である職員をまねき、幼児のいる家族としての、日々感
じていることを話 していただく。「大変だJと いうだけではなく、日々の成長に対する喜びなどについて
もはなしていただき、子と家族は支えられ、支えていることを気づかせたい。そのことから、自分に立ち
戻らせ、家族の一員として自己のありかたを考えさせたい。

修)達 成目標
① 幼 児と家族の関わりに関心をもつ。(関心 意欲 態度)
② 家 族の上員 として自己のありかたを考えることができる。(知識 ・理解)

停)評 価規準

観  点 評価規準 具体の評価規準

Ａ

る
(十分満足 で き B(お おむね満足

できる)
Cと 判断される生
徒への支援

評
価
①

意欲 ・態関心 ・

度
幼児 と家族の関わ
りに関心をもつ。

幼児の生活 を具体
的に思い描 き、親
との関わ りを予想
できる。

親の行動を想定し、
予想 をたてること
ができる。

幼児の世話の内容
をい くつか例にあ
げ、親の活動を予
想させる。

評
価
②

知識 ・理解 家族の一員 として
自己のあ り方 を考
えることができる。

自分の成長につい
て、家族や周囲の

人々のかかわ りと
関連づけて振 り返
り、家族 の大切 さ
や役割な どについ
てまとめている。

自分の成長につい
て振 り返 り、家族
や周囲の人のつな
が りについて気づ
いたことをまとめ
ている。

わ
成
関
と
考

関
の
が

こ
か

の
分
人
な

の

数
自ヽ

枕
肋
吐
る。

殿
力ヽら
へどりヽ節
設

幼
り
長
わ
にえ
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8 本 時の展開

段
階

過

程
学習活動 指導上の留意点 <評価>!

資料 !教具

導
入
　
　
　
　
　
５
分

課
題
担
握

1 前 時までの確認
家族と家庭生活で学んでい

るテーマを確認する。

2 本 時の学習内容を確認す
る。

1前時までの既習内容を目頭で確
認する。

GTの 紹介

う 。  |:族の一員としてできることを考えよ

展

開

３５
分

課
題
の
追
及

幼児をもつ親の一 日を予
想する。

4 幼 児を持つ親の一 日を確
認する。

5 GTの お話を開くぅ

家族の一
員として今の自

分を見つめ、これからの自
己のあり方を考える。

予想を立てさせることにより、
幼児と家族の結びつきに関心を
持たせたい。        f

密接な親と子の時間の関わ り
方に注 目させ、子 どもとのかか
わりでGTに 聞いてみたいこと
をまとめさせる。

育児の大変 きだけではなく、
日々の成長に対す る喜びについ
ても聞き取らせたい古

反抗期の中にあうての親への
反発も親の支えがあるか らこそ
であることにも気づかせたい。
家族と自己が支え、支えられて
いることに気づかせながらまと
めさせたい。

学習プリント
ー 日の生活グラフ
評価① 発 言 と学習プ リン トの

記入
幼児の生活を想定 し、親 との

結びつきを予想できる。

親の‐日の生活グラフ

GTの お話

学習プリント
評価② 学 習プリシトの記入

GTの 言葉の中にヒン トをえ
ながら自分の感 じたことを表現
することができる。     ,

終

　

維

ま

と

ふ

7 本 時の学習内容をまとめ
る。

7 本 時の学習内容をふ り返らせ、
読み聞かせをしながら、規子の
よ、工、工 hキ 、占 ,,と 、ェ コL、 、 ・

絵本

１０
分

十、PB,, ‐
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表1-14-1   3学 年  『今までの自分と未来への発進』 ～ 育てられているときに育てることを学ぼう～

―

ド
『
ト
ー

題材名 小単元名 時間 学習内容 指導内容 (学習事項) 領
所

要
箇

導
当

指
該

わ
〓
り

児
ろ

幼
知

さかのぼる命 1 命の誕生と体の成長。 幼児の身体の発達の特徴 B(2)イ

乳幼児タイズに挑戦 1 幼児の発達の仕方の特徴をとらえる。 幼児の体 ・運動機能の発達、個人差 B(2)イ

聞いて、描いて幼児を知る 2 発達と人とのかかわりを考える。 幼児の心の発達と人とのかかわり B(2)イ

身に付いている習慣とは 可
ェ 生活習慣と人とのかかわりを考える。 生活習慣の発達と人とのかかわり

基本的生活習慣と衣服
B(2)イ

幼児 として遊ぼ う 幼児の一日、幼児にとつての遊びとは。 遊びの意義 B ( 2 ) ア

遊びを分析 2 遊びの種類とおもちゃや人とのかかわり方
を考える。

幼児の発達と遊びを通してのおもち
ゃや人とのかかわり

B(2)ア

作つてみよう絵本 4 関わつた子どもたちを思い描いて作成す
る。      |

幼児の特徴と配慮した作品づくり
パソコンを使つたプロフィール作り
(技術の授業とタイアップ)

B(2)ア

作つてみようおやつ 3 幼児と食のかかわりを考える。 幼児の生活の特徴と人とのつながり
幼児のおやつ

B(5)ア

し
族

た
家

わ
と

幼児のいる1日 GTを まねいて、幼児をもつ親の1日を考
える古 委疑岩室蟹留弊ネきること

B(3)ア

自分と世界の子どもたち 子どもを取り巻く環境について考える。 こどもあ権利 ・人権、取り巻く環境 B(3)イ

わたしと家族 今の自分とこれからの自分への発進 学習のまとめ

合計時数 1 8



―

ド
『
い
―

食を豊かに①旬の|

食を豊かに②旬の

食を豊かに③郷土

これからの食生活

ごみはどこからや

始めてみようゴミ

排水 イ ウ

t亀にJほH段 4・ 魚料理に挑戦
条塁皇響警検フ鑑計

画、安全と衛生 A(2)ア
イウ

1早菜に挑戦 4 野菜を扱った料理に挑戦 食品の特徴、調理計画、安全と衛生
調理実習、振り返り

ア分
ゥ

恵
ィ

を意識 して 3 ひつつみをつくろう 画計
り
材

理
返
食

調
り
と

振ヽ
化

徴

文ヽ

特
習
食

の
実

の

品
理
上

食
調
郷

安全と衛生 A(2)ア

イ ウ
A ( 5 ) ア

これからの食生活あり方を考える。 食生活の課題と応用
ユニバーサルフー ド

A(5)ア

つてくる? ごみの誕生からその後までをさぐる。 環境に配慮した生活 B(4)イ

デイエット 自分ができるゴミダイエットの工夫と実践 限りある資源、環境に配慮した生活 B(4)イ

を売るとし 2 購入時の必要性とは (販売広告ポスターの
作成) :活詣濡街轟望と夢身?t'夢守

生 , (4)アイ

誕生か ら死 まで

『今までの自分と未来への発進』宇育てられているときに育てることを学ぼう～

2 人のT生 を大まかにとらえる 人の一生と様々な人とのかかわり
様々な家族

B(1)

1

を揮旨碁昼虐あま景
自分のあゆみを作呼自分の成長や生活の振り返り

自己の成長と人とのかかわり
B(1)

3 5



「うまでの自分と末采への発進『本ムとニヨ翼お実ゴ」

技術 ・家庭科学習プリン ト

Br家 族と家庭生活」

今日の学習

モ声 ,軽妥L/女 =ユ受チ」にてう。

0  2 4    8    12

H16、 11、 26

Ｉ

Ｐ
ヽ
い
―

☆記入しながら、聞いてみたいと題じたこと.

〇 こ れ か ら の 自 分 嫁 僚へのメッセー井

3 今 日の掌習から

家 族 の 一 員 と し て

〇 舎 ま で の 自 分

とお話を聞いてみよう。

キーワード

3 年 紅 氏 名


